
                                  

 

 

  

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

３年生が無事に修学旅行から帰ってきたと聞き、嬉 
しい限りです。行き先は変わってしまいましたがきっ

とたくさん思い出ができたと思います。というわけで、今回のテーマは日本人学校の修学旅行で
す！ハンブルグ日本人学校は、生徒数が少ないので、中学生は２年と３年、小学生は５年と６年が
合同で行きます。そのため、毎年ではなく隔年開催です。中学生は、イギリスに行く予定が今年は
コロナの影響でドイツ国内になりました。小学生は、毎年ベルリンに行きます。 

私は４年の担任のため修学旅行には行きませんが、ベルリンは、ハンブル 
クから電車で３時間ほどなので休みの日に行ってきました。そこで、皆さん 
も知っているであろう「ベルリンの壁」を見てきました。すごい大きな壁を 

想像していたのですが、思ったより薄くて、高さも３ｍくらいでした。左の 
写真は、私が現存するベルリンの壁の穴に手を入れているところです。この 
穴を通して、東側の人と西側の人が会話をしていたのだそうです。 
また、「イーストサイドギャラリー」には、見たことある絵画も幾つかあ 

          りました。また実際に壁があったところに、ポールが建てられていたり、ベ 
          ルリンの壁の説明などが書かれていたりする場所もありました。 

最後になりますが、、、中体連の大会やコンクール等に出場される皆さん、 
頑張ってきてください！KOKOROから応援しております。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 3年 7月 9日発行 

第 １９ 号 

亀山市立中部中学校 

亀山市田村町７５番地 

☎：８２－２１０１ 

文責：徳 田（校長） 中部中ＨＰ ＱＲコード 

KCJH 

Ｓｉｎｃｅ １９４７ 

★２０２１年度 中部中学校教育キーワード：「一路邁進（いちろまいしん）」  ※全生徒・全教職員が意識して取り組みます。 

ベルリンの壁に自身の名前を発見しご満悦 

【ことばの解説】 ※出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』より 

「ベルリンの壁」：1961年から 1989年までベルリン市内に存在した、ベルリンを東西に分ける壁のこと。冷戦下でドイツは東西

に東ドイツと西ドイツで分裂していたが、東ドイツは自国の体制を守るべく、1961年 8月 13日、突如として東西ベルリン間の

通行をすべて遮断し、西ベルリンの周囲をすべて有刺鉄線で隔離、のちにコンクリートの壁を作った。 

「イーストサイドギャラリー」：シュプレー川沿いに現存する最長(1.3km)のベルリンの壁。壁が崩壊した後、世界各国のアーテ

ィスト 118人が壁に絵を描き、文化財として保存されているオープン・ギャラリーのこと。 
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【第４回鈴鹿市記録会】R3.6.12 

中学男子低学年 400mR  第１位 50秒 27 

市川奏音(2E ｲﾁｶﾜ ｶﾅﾄ）・玉木佑人(1D ﾀﾏｷ ﾕｳﾄ）・南牟礼琉心(1E ﾐﾅﾐﾑﾚ ﾘｭｳｼﾝ）・木村志音(2E ｷﾑﾗ ｼｵﾝ） 

中学女子低学年 400mR  第３位 57秒 07 

蔵城柑奈（2E ｸﾗｼﾞｮｳ ｶﾝﾅ）・1F加藤杏（1F ｶﾄｳ ｱﾝ）・馬場央依（1F ﾊﾞﾊﾞ ﾋﾖﾘ）・乘峰咲季（2E ﾉﾘﾐﾈ ｻｷ） 

【鳳凰旗争奪 三重県中学校剣道優勝大会】R3.6.13 

男子個人 第３位 松平彪雅（3B ﾏﾂﾋﾗ ﾋｭｳｶﾞ）  男子個人 優秀選手 松平彪雅（3B ﾏﾂﾋﾗ ﾋｭｳｶﾞ） 
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驚きました！ 
先日の修学旅行では、初日に熊野市の鬼ケ城を訪れたことは、この学校だよりでも紹介したとこ

ろですが、その時の様子を、おそらくドローンで撮影したと思われる画像が、メールで学校まで送
られてきたのです！！撮影者は大阪の方で、家族旅行で三重に来られていたところ、偶然にも我々
一行と出くわしたとのこと。そして、わざわざ、中部中のメールアドレス等を調べ、本校のために
この画像を送っていただいたようです。 
 ほんのちょっとしたご親切ですが、何だか心温まるエピソードとして、ここに紹介させてもらい
ました。「旅は、どこに行くかより誰に会うか」だと、つくづく実感しました。送っていただいた
画像は、今後ホームページでも公開したいと考えています。 
 ３年生にとって忘れ得ぬ思い出が、また一つ増えました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思い出の一コマを空撮！！ 
一般の方から    届く 

 
 

 
７月６日（火曜日）、８日（木曜日）、９日（金曜日）の３日間、ほぼ１年半ぶりの 

フリー参観日を実施しました。従来であれば、どこか一日、または、ウィークデーで 
はなく土曜日だったのですが、コロナ禍ということで、小学校区別に地区割をした中 
での分散開催となりました。３日間で約１２０名を超える保護者の皆さんが学校へお 
越しいただき、お子さんの授業等の様子を観ていただきました。 
今後は、様々な状況を鑑みて、また同様のフリー参観日をもつことができたらと考 

えていますので、その際はぜひご来校ください。 
ちなみに、同じ週の７月７日（水曜日）には、中部中学校運営協議会（コミュニテ 

ィ・スクール）組織内の、学校支援部会に設置されている「サポート会」（メンバーは 
校区内まちづくり協議会会長さん、同保護司さん、同民生児童委員さん、ＰＴＡ会長 
さん等）による授業参観も行われました。「落ち着いた様子で授業をうけていた」や 
「子どもたちと先生との良好な関係性が垣間見られた」などと、概ね好評でした。 

 
この辺りに生徒たちがいます!(^^)! 


